











第 1報1),第 2報 2)と同学生を対象に 16PF人格検査4)を行い,個々のもっ様々な性格因
子を明らかにし,前 2報で示唆された個々人の目標設定および作業行為の特徴 との関係性
を検討 し,教師が,学習者ひとりひとりの学びの実態や傾向を把握 し,適切な指導を行 う
ための具体的な支援方法を提案 した｡







対象者およびその性格特性の測定方法は,第 3報と同様である｡ 16PF検査か ら得 ら
れた各班員のプロフィールをもとに,各班における班員同士の関わり方 と班の特徴を考察
した｡また,各因子のステン得点の24名のばらつきを考察 し,対象者の特徴を知 る資料 と
した｡さらに,班編成に利用 した調理経験についての事前アンケー トの分析を通 して,班
編成の方法についての示唆を得たい｡
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徴を示している.また,性格因子 Ⅰにおいて,Na7,18,20の全員の点数が高 く, 3人 と
も ｢精神的に弱い (防衛的な情緒過敏)｣であることがあげられる｡
A-3班の特徴としては,因子Q2において,No.23,24の2人が得点が低 く集団的であ











































































































診断 料 低 得 点 ステン得点 高 得 点
区分 千 (ステン●点1-3.5) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン7t点73-10)
汰田千珍断 A 自 己 主 張 的 l l l･∫ご二 l l l l l ー l′ヽ-.I一 協力 .協同的
B 甘 い 判 断 lI-.,す ぐれた判断
C き ま ぐ れ 冊 持 安 定
E 依 存 自 主
F 慎 重 軽 率
G 責任感が弱い 一■一lI. 責任感が強い
H ひ か え め l■-一_ヽIl一′ 大 胆
I くよくよキえない 人目を気にする
L 信 じや す い 疑 り 深 い
M 現 実 的 空 想 的
N 串 直 ぬ け 目 な い
0 日付 が あ る 自 信 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 佃 人 的
Q3 しま りのない きちようめん
Q4 低 紫 波 高 無 娘
吹因千: JQI 内 向 性 ーヽ 外 向 性
QⅡ 低 不 安 高 不 安
QⅡl 心 情 的 行 動 的





診断 因 低 得 点 ステン得点 高 得 点
区分 千 (ステン書点1-3.5) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン書Jk75-Ⅰ0)
吹因千珍断 A 自 己 主 張 的 l t l l l l lヽヽヽ l ー lヽヽヽ 協力 .協同的
B 甘 い 判 断 す ぐれた判断
C き ま ぐ れ 情 緒 安 定
E 依 存 自 主
F 横 車 軽 平
G 責任感が帝い 責任感が強い
H ひ か え め 大 胆
I くよくよキえない ヽヽヽヽヽIl一 一一■一一一一一一 人目を気にする
L 信 じや す い 疑 り 深 い
M 現 実 的 空 想 的
N * # ぬ け 目 な い
0 自信 が あ る 自信 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 中 人 的
Q3 しまりのない Il きちようめん
Q4 低 緊 張 # # #
吹因千珍断 QⅠ 内 向 性 ′′′′′ 外 向 性
QⅡ 低 不 安 # S f
QⅡ 心 情 的 行 動 的











































診断 困 低 得 点 ス テ ン得点 高 得 点
区分 千 (スナン●▲1-3J) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン書JL7j～lO)
汰回千義断 A 自 己 主 嚢 的 l l tヽヽI._一､㌧ l I L l l l lヽヽヽヽ一一■一一一 協力 .協同的
B 甘 い 判 断 ′ す ぐれた判断
C き ま ぐ れ 情 緒 安 定
E 依 存 ヽヽヽヽヽ ●ヽI一l′′∫●一一一､､､､､-...-...▼ 自 主
F +慎 霊 軽 率
G 責任感が弔い 責任感が強い
H ひ か え め 大 胆
I くよくよキえない 人目を気にする
L 付 じや す い 疑 り 深 い
M 現 実 的 重 患 的
ド 事 故 ヽヽ ヽヽヽヽ一一′′●II,+､一､､､ ■ヽ ぬ け 目な い
0 日付 が あ る 自信 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 個 人 的
Q3 しまりのない きちようめん
Q4 低 繋 濃 轟 繋 濃
汰国チ諺断 Qt 内 向 性 ､､､一■ ヽヽ_._:=' 外 向 性
QⅡ 低 不 安 高 不 安






鯵断 困 低 得 点 ステン得点 高 得 点
区分 千 (ステン●A1-3.5) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン●JL7.5-10)
吹因千珍断 A 自 己 主 演 的 l l l-.--..･-.-:I::■■ヽ●● l t l l:_-I_-I-.一一~●ー■-■ー'~':,., .:一一一~′●Iヽ●一､●､､●-●､ ●･三還 _.ニl.>I .ヽ ■● l l lーI一一一一一一:.一一:==;. 18力 .鞍同的
a 甘 い 判 断 す ぐれた判断
C き ま ぐ れ 什 片 安 定
E 依 存 自 主
F 慎 重 軽 率
G 責任感が弱い 責任感が強い
H ひ か え め 大 胆
Ⅰ くよくよ書えない 人目を気にする
L 信 じや す い 疑 り 溌 い
M 現 実 的 重 患 的
N 率 直 一●､■､一､●′′′ ノ.∫■′l ′一 ◆′. Iヽ■､､Li､-I●ヽ ′′●ヽl ぬ け 日な い
0 自席 が あ る 自信 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 個 人 的
Q3 しまりのない きちようめん
Q4 低 奔 張 高 繋 濃
吹田千義節 QI 内 向 性 ∫I∫●∫I ,iI,/.享 __I_● ヽヽ ､ー′ 外 向 性
QⅡ 低 不 安 高 不 安
QⅡ 心 情 的 行 動 的

























鯵斬 困 低 得 点 ステン得点 高 得 点
区分 千 (ステン●A1-3.5) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン書点7.5-10)
吹因千鯵断p A 自 己 主 張 的 l l lメヽ∫■～ヽ､■､I.ーI/_ t'■ヽ 一.′ヽ l r l Il ′■′一′ノ◆′■一●_ 一一一_.-...■●-.. ...■､､:､､.し >一●ヽ一㌧~一一一ノノI -._∴ ~､-■ヽ′-If●~;A-一一 一__ I l l>.:'=.-ヽヽヽヽ､､-.:さ..-- -.-I- .′′′′′ 協力 .協同的
B 甘 い 判 断 すぐれた判断
C き ま ぐ れ 情 緒 安 定
E 依 存 自 主
ど 慎 重 軽 率
G 責任感が再い 責任感が強い
H ひ か え め ･ 大 胆
I くよくよ事えない 人目を気にする
L 借 じや す い 疑 り 深 い
班 現 実 的 空 想 的
N 率 直 ぬ け 日な い
0 自席 が あ る 自席 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 鶴 人 的
Q3 しまりのない きちようめん
Q.4 低 繋 輩 . ㌔, # # #
汰因千鶴節 QⅠ 内 向 性 ヽヽヽヽ ■∫I､ヽ ●～●ヽヽ′′ ●-ノー--ヽヽ.> 外 向 性
QⅡ 低 不 安 轟 不 安
QⅡ 心 情 的 行 動 的







診断 困 低 得 点 ステン得点 高 得 点
区分 千 (ステン書点1-3.5) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 (ステン書点7.5-JO)
吹因千珍断 A 自 己 主 張 的 I l l.-.ヽL:～r'こ､●､●､ l l I l●′∫｢ヽl t 一ヽI′ 協力 .協同的
a 甘 い 判 断 すぐれた判断
C き ま ぐ れ ●ヽ一′､◆ 情 緒 安 定E 依 存 自 主
F 棋 王 軽 率
G 責任感が弱い 一Iノノ.一r‥～､､′:A--.一t/■●◆..､､､-､.､､ 責任感が強い
H ひ か え め 大 胆
I くよくよ書えない 人目を気にする
L 借 じや す い 疑 り 深 い
M 現 実 的 空 想 的
N 串 直 ぬ け 日な い
0 自信 が あ る 自信 が な い
Ql 保 守 的 革 新 的
Q2 集 団 的 個 人 的
Q3 しまりのない きちようめん
Q4 低 繋 張 轟 繁 藤
吹因千珍断 QⅠ 内 向 性 .<::I::::I､ヽ .､IfLl∫- 一一一 外 向 性
QⅡ 低 不 安 高 不 安
QⅡ 心 付 的 行 動 的
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A-2班の特徴 (図3)は,因子 Ⅰにおいて,精神的に弱い (防衛的な情緒過敏) こと
















リーダー的な存在であったのではないかと推測されている｡ しか し,因子C, E,Q2の
値が,N0.3とNo.10の学生との間で対極にあることと,N0.6の学生の第二次因子のQⅡの値
が高 く高不安の傾向があり,QⅣの値が低 く依存的傾向がみられることから,調整的なリー
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ダーの役割をしていたのはN0.1の学生ではないかと思われる｡



























次は,因子L,0,Q4の ｢信 じやすい/疑 り深い｣,｢自信がある/自信がない｣,｢く
つろぐ/固くなる｣で, 5人であった｡
逆に,特徴のある性格特性をもつ者が最も多かったのは,因子 Eの ｢謙虚/独断｣で,
13人であり,その内訳は7人の値が低 く ｢謙虚｣ な性格特性をもち, 6人の値がが高 く
｢独断｣の性格をもっている｡このように相反する性格をもった集団である｡
次に多かったのは,因子 Ⅰの ｢精神的に強い/精神的に弱い｣で12人であり, 5人の値




に同傾向が認められるNo.2, 7, 8,10,12,15の学生を同一班にしたり,Na3, 4, 9,
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図8-1 対象者全JLの性格特性の分布
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本調理実習では班を,A-1班,A-2班,A-3班の3つの班 と, B-1班, B-2
班,B-3班,B-4班の4つに分け,A班とB班は別の曜日に授業を行 った｡ この班編
成は事前アンケー ト項目である対象者が申告 した調理経験 (表 2)によって行った｡
A-1班,B-1班の班員は経験の最も少ない者であり,A-3班, B-4班の班員は
最 も経験の多い者の集団である｡ 問3の ｢料理を作りますか｣に ｢いいえ｣と答えたNa2,
8, 5,16の学生は,A-1班とB-1班に所属させた｡また,｢はい｣と答えたNo.9,23,
24, 4,11の学生はA-3班とB-4班に所属させた｡Na20の学生 も ｢はい｣ と答えてい
るが,問14の ｢作ることは好きですか｣に対 して ｢あまり好きではない｣ と答え,No.19の










92 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 No.35(2000年)
4.まとめ











1)赤暗真弓 ･池田まどか ･鈴木明子 :"大学生の調理実習における学びに関する研究
(第 1報)一目標を設定することについて-",長崎大学教育学部紀要 No.34,2000.3
2)鈴木明子 ･池田まどか ･赤崎真弓 :"大学生の調理実習における学びに関する研究
(第2報)-調理作業の実態と認識-",長崎大学教育学部紀要 No.34,2000.3







鰭 国 手 (ステ雪崩 lJk～ 3.5) (ステ車得蕉 7.5～ 10)
16PF集計妻鋭明 他 の 説 明 16PF集計豪悦明 他 の 説 明
次因千袷断 A 打ち解けない 自 己 主 張 的 打ち撫ける 協力 .協同的
a 知的に低い 甘 い 判 断 知的に高い す ぐれた判断
C 情緒不安定 ･き ま ぐ れ 什 捧 安 定 -
E 徽虚 依 存 独 断 自 主
F 慎 重 - 軽 率 -
G 責任感が弱い - 責任感が強い -
H 物おじする ひ か え め 鴨おじしない 大 胆
Ⅰ 精神的に強い くよくよ書えない 精神的に弱い 人目を気にする
L 信じやすい - 換 り 疎 い -
M 現 実 的 - 空 想 的 -
N 事 証 - 如 才 な い ぬ け 目 な い
0 日付がある - 日付 が ない -
Ql 保 守 的 - 革 新 的 -
Q2 集 団 的 - 個 人 的 -
Q3 放 縦 的 しま りのない 自 立 的 きちようめん
Q4 く つ ろ ぐ 低 禦 強 良 く な る 高 弊 餐
豊 Q Ⅰ 内 向 性 外 向 性
QⅡ 低 不 安 高 不 安
QⅡ 心 情 的 行 動 的
QⅣ 依 存 性 独 立 性
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6)武藤八恵子 :"調理におけるグループ学習の ｢手まち｣", 日本家庭科教育学会誌
第21号,pp.35-40,1977.
7)増田久子 ･貴田康乃 :"性格的特性を考慮 したグループ学習の授業分析 (第 1報)
一調理学習におけるグループ構成員の学習参加度-', 日本家庭科教育学会誌 第28
巻第 3号,pp.19-25,1985.
貴田康乃 ･増田久子 :"性格的特性を考慮 したグループ学習の授業分析 (第 2報)
一調理学習におけるグループ構成員の学習協力度-", 日本家庭科教育学会誌 第28
巻第 3号,pp.26-32,1985.
8)田部井恵美子 ･副島愛子 :"調理実習に対する中学生の意識 と作業行動 ', 日本家庭
科教育学会誌 第33巻第 1号,pp.51-58,1990.
9)RaymondB.CattelandHerbertW.Eber(原著),伊沢秀而 山口薫等 (日本版) :
『16PF人格検査手引』日本文化科学社,1982.
